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日
々
は
学
生
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
５
月
よ
り
コ
ロ
ナ

感
染
症
も
５
類
に
移
行
さ
れ
、
社

会
の
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
本
年
は
、
教
祖

百
四
十
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日

の
２
年
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

静
岡
教
区
の
学
生
会
と
し
て
、

何
と
か
こ
の
旬
に
学
生
ス
タ
ッ
フ

を
揃
え
、
学
生
会
が
主
体
と
な
っ

て
会
活
動
を
進
め
て
い
く
体
制
を

整
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
新
た
な
会
活
動
ス
タ
ー
ト
の

足
掛
か
り
と
し
て
、
ま
た
、
一
年

間
の
学
生
会
活
動
の
集
大
成
と
し

て
、
３
月
28
日
に
お
ぢ
ば
で
開
催

さ
れ
る
「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え

り
」（
以
下
、
春
学
）
が
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
春

学
に
、
静
岡
教
区

と
し
て
よ
り
多
く

の
学
生
さ
ん
の
参

加
で
臨
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

学
生
会
活
動
の
魅
力
は
、
同
じ

世
代
の
仲
間
と
一
緒
に
行
事
を
企

画
し
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
一
人
で

も
多
く
の
方
に
来
て
も
ら
え
る
の

か
。
ど
う
し
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え

る
の
か
。
そ
こ
に
真
剣
に
取
り
組

む
中
に
不
思
議
な
友
情
が
生
ま

れ
、
そ
れ
は
一
生
の
友
達
と
な
り

ま
す
。
私
た
ち
も
学
生
会
活
動
に

取
り
組
む
中
に
運
命
的
な
出
会
い

が
あ
り
、
信
仰
の
上
で
の
疑
問
や

困
難
な
こ
と
が
あ
る
時
に
頼
れ
る

友
人
が
で
き
、
現
在
で
も
お
道
の

活
動
の
上
で
大
切
な
教
友
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

所
属
の
学
生
さ
ん
を
是
非
学
生

会
で
育
て
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
会
長
さ
ん
、
奥
さ
ん
は
多

い
と
思
い
ま
す
。そ
う
思
い
つ
つ
、

本
人
に
声
を
か
け
る
前
か
ら
無
理

だ
と
決
め
て
い
て
、
肝
心
な
本
人

ま
で
声
が
届
い
て
い
な
い
の
が
実
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状
で
す
。
何
と
か
そ
こ
で
背
中
を

押
し
て
い
た
だ
き
、
学
生
会
活
動

に
参
加
す
る
よ
う
に
促
し
て
も
ら

い
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

　

春
学
に
参
加
し
て
く
れ
た
学
生

は
満
足
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の

参
加
者
を
頂
い
て
、
静
岡
教
区
の

学
生
会
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ

一
同
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
漏
れ
な
く
お
近

く
の
学
生
さ
ん
に
春
学
の
声
掛
け

を
し
て
頂
き
、
人
生
の
貴
重
な
出

会
い
も
あ
る
学
生
会
活
動
へ
の
参

加
を
促
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
本
年
、
静
岡
教
区
学
生
会

と
し
て
、
３
月
27
日
か
ら
29
日
に

か
け
て
団
体
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
各
支
部
の
学
生
担
当

委
員
、
ま
た
は
「
教
区
・
支
部
情

報
ね
っ
と
」
後
日
配
信
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
か
春
学
ご
参
加

の
お
声
が
け
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

学
生
担
当
委
員
会

　　　　立教 187 年春の学生おぢばがえり

多くの学生をおぢばへ送り出そう

教 区 報 は、 下 の QR
コードより、スマー
トフォン等で、ご覧
頂けます。
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１
月
６
日
（
土
）
中
駿

東
支
部
で
は
毎
年
恒
例
の

｢

お
節
会
日
帰
り
団
参｣

で

お
ぢ
ば
が
え
り
。
支
部
内

の
教
会
は
勿
論
、
手
配
り

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
「
教

区
・
支
部
ね
っ
と
」
な
ど

で
幅
広
く
募
集
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

毎
年
、
大
変
好
評
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
を
除

け
ば
、
今
年
で
20
回
目
と

な
り
ま
す
。 

　

当
日
は
朝
５
時
30
分
に

静
岡
を
出
発
し
、
昼
前
に

は
お
ぢ
ば
に
到
着
。
一
同

で
親
神
様
に
新
年
の
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

後
、
揃
っ
て
お
雑
煮
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　

正
月
の
お
ぢ
ば
は
、
大

き
な
門
松
な
ど
、
普
段
と

は
ひ
と
味
違
う
雰
囲
気

で
、
そ
の
中
で
い
た
だ
く

透
き
通
っ
た
す
ま
し
汁
の

お
雑
煮
は
格
別
で
、
お
腹

い
っ
ぱ
い
に
お
餅
を
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
過
ぎ
に
は
お
ぢ
ば
を

出
発
し
、
帰
り
に
温
泉
で

旅
の
疲
れ
を
取
り
、
夜
に

は
静
岡
に
戻
っ
て
来
ま
し

た
。 

正
月
の
お
ぢ
ば
に

帰
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
喜

び
と
美
味
し
い
お
餅
と
温

泉
で
、
皆
さ
ん
大
変
満
足

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

　

毎
年
好
評
い
た
だ
く

「
お
節
会
日
帰
り
団
参｣

。

来
年
以
降
も
継
続
し
、
沢

山
の
方
に
お
ぢ
ば
に
帰
ら

せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
提

供
出
来
る
よ
う
支
部
活
動

を
活
発
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

中
駿
東
支
部
「
お
節
会
日
帰
り
団
参
」
実
施

年
祭
活
動
に
拍
車

事
情
願
書

任
命
願
・
臨
時
祭
典
願

　
　
　
　
　
　
　

４
件

教
区
受
付
日

２
月
10
日

　

巴
上
分
教
会
（
岐
美
）

４
月
17
日

　

犬
居
分
教
会
（
山
名
）

７
月
10
日

　

楊
原
分
教
会
（
沼
津
）

７
月
10
日

　

津
濱
分
教
会
（
津
）

移
転
願　
　
　
　

２
件

10
月
３
日

　

愛
峯
分
教
会
（
髙
安
）

※
岐
阜
教
区
へ
移
転

10
月
14
日

　

静
葵
分
教
会
（
静
岡
）

※
東
京
教
区
へ
移
転

神
殿
建
築
願
・

臨
時
祭
典
願
・

遷
座
祭
日
願

10
月
14
日

　

和
平
分
教
会
（
山
名
）

臨
時
祭
典
日
変
更
願　
　

９
月
18
日

　

日
赤
分
教
会
（
阪
東
）

法
人
願
書

境
内
地
承
認
願

１
月
14
日

　

焼
津
南
分
教
会（
益
津
）

境
内
地
拡
張
承
認
願

２
月
10
日

　

手
越
原
分
教
会（
梅
谷
）

飛
地
境
内
地
及

境
内
建
物
承
認
願

　
　
　
　
　

※
経
由
の
み

　

静
葵
分
教
会
（
静
岡
）

飛
地
境
内
地
及

　

境
内
建
物
承
認
更
正
願

８
月
５
日

　

愛
駿
分
教
会
（
愛
静
）

基
本
財
産
処
分
承
認
願

11
月
18
日

　

愛
峯
分
教
会
（
髙
安
）

基
本
財
産
一
部

　
　
　
　

処
分
承
認
願

　
　
　
　
　
　
　

４
件

１
月
29
日

　

山
名
大
教
会
（
本
部
）

２
月
10
日

　

城
山
大
教
会
（
本
部
）

５
月
23
日

　

錦
行
分
教
会
（
錦
江
）

10
月
23
日

　

下
田
分
教
会
（
山
名
）

特
命
代
表
役
員
任
命
願

　
　
　
　
　
　
　

２
件

３
月
29
日

　

駿
府
浜
分
教
会（
静
岡
）

８
月
27
日

　

西
山
一
分
教
会（
山
名
）

宗
教
法
人
合
併
承
認
願

　
　
　
　
　
　
　

６
件

２
月
28
日

　

雄
踏
→
濱
松

５
月
25
日

　

浜
新
生
→
濱
東

７
月
10
日

　

梅
屋
敷
→
佐
野
原

７
月
25
日

　

浜
勇
→
濱
松

８
月
30
日

　

駿
府
浜
分
教
会（
静
岡
）

11
月
14
日

　

横
濱
港
→
北
豆

教
会
規
則
変
更
承
認
願

　
　
　
　
　
　
　

３
件

２
月
25
日

　

氣
賀
分
教
会
（
山
名
）

３
月
12
日

　

龍
川
分
教
会
（
山
名
）

８
月
５
日

　

濵
名
分
教
会
（
山
名
）

願
書
提
出
に
つ
い
て

◎
事
情
願
書

　
（
お
運
び
を
伴
う
願
書
）

締
め
切
り
日

　

お
運
び
希
望
月
の
前
月

20
日
ま
で
に
提
出
く
だ
さ

い
。
前
も
っ
て
教
区
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
法
人
願
書

　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

   
令
和
５
年　

教
務
統
計
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中
駿
西
支
部

能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
い
ち
早
く
救
援
物
資
を
お
届
け

　

中
駿
西
支
部
（
木
下
雅

利
支
部
長
）
で
は
地
震
発

生
直
後
、
支
部
内
よ
り
支

援
物
資
を
募
り
１
月
６

日
、
い
ち
早
く
石
川
教
務

支
庁
に
届
け
た
。

　

こ
れ
は
２
年
前
、
台
風

15
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
に

よ
り
被
災
し
た
支
部
管
内

で
は
多
く
の
方
々
よ
り
温

か
い
支
援
を
頂
戴
し
た
こ

と
か
ら
、
地
震
直
後
よ
り

管
内
教
会
よ
り
何
か
で
き

な
い
か
と
い
う
声
を
受

け
、
支
部
と
し
て
支
援

物
資
を
募
っ
た
。
支
部

内
か
ら
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
、
飲
料
水
、
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
、
お
む

つ
、
日
用
雑
貨
な
ど
が
集

ま
り
、
他
に
「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
よ
り

ア
ル
フ
ァ
ー
米 

50
食
入

15
ケ
ー
ス
を
提
供
い
た
だ

き
、
ま
た
支
部
と
し
て
、

現
地
の
要
望
を
聞
き
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
10
台
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
を
購

入
し
た
。

　

１
月
６
日
早
朝
午
前
４

時
、
木
下
支
部
長
、
中
駿

西
支
部
災
救
隊
山
田
直
哉

隊
長
（
金
沢
で
布
教
経
験

あ
り
）、
有
志
と
し
て
堀

田
耕
司
さ
ん
（
遼
庵
分
教

会
後
継
者
）
の
３
名
が
静

岡
を
出
発
、
午
前
中
に
は

石
川
教
務
支
庁
に
到
着

し
、
物
資
を
届
け
た
。

　

教
務
支
庁
で
は
対
策
会

議
や
電
話
の
応
対
と
忙
し

く
、
す
で
に
全
国
よ
り
届

い
た
支
援
物
資
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
り
、
そ
の
後
も

次
々
に
到
着
す
る
支
援
物

資
の
搬
入
、
仕
分
け
に
も

人
手
が
足
り
な
い
場
だ
っ

た
の
で
３
名
は
仕
分
け
の

お
手
伝
い
を
さ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。現
地
か
ら
は
、

必
要
な
物
資
を
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
と
、
大
変
喜

ん
で
頂
い
た
。

　　石川教務支庁前にて支援物資を搬入

♪教区おうた合唱団員新規募集♪
　私達の信仰のこころ、教祖のお言葉「おうた」を歌いませんか？「おふでさき」に曲をつけ、常に口ずさみつつ、より親

　しませて頂こうとの思いから生まれたのが「おうた」であり、その曲数は昭和 21 年から現在までに 19 曲出来ています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 天理教音楽研究会ホームページより )

　静岡教区では東部・中部・西部３つの地域に分けて練習を行っています。

　「おうた」をはじめ、お道の歌、また、一般の合唱曲も楽しくそれぞれの合唱団で練習しています。

　また年数回、教務支庁での合同練習や懇親会を開催しています。

　発表の場として、年に一度６月の第一日曜日におぢばで行われる「歌う一手一つ」に教区合唱団として出演。

　また教内で行われる「おうた演奏会」の賛助出演、県内の教内外のイベントにも出演しています。

　是非ともお気軽にご参加下さい。特に若い方のご参加をお待ちしています。

★県東部にお住まいの方　東部合唱団コールジョイアス

　練習日：月２回　水曜日（都合により変更有り）練習時間：19：00 ～ 21：00

　場所：沼津市大岡２４８８－１－１　天理教嶽東大教会１号館２階大広間

　団費　２,000 円 / 月　お問い合わせ　芹澤広和（080-4161-3654）まで

★県中部にお住まいの方　中部合唱団ジョリフレール

　練習日：月２回　土曜日　場所：焼津市岡当目村北１番地　天理教静岡教務支庁２階神殿　

　団費　2,000 円 / 月　お問い合わせ　梅田聡（090-3587-8260、教区団長）まで

★県西部にお住まいの方　浜松おうた合唱団アヴァンティ

　練習日：月２～３回　水曜日　場所：〒 432-8024　静岡県浜松市中区鴨江町 1 番地　鴨江アートセンター

　団費　3,000 円 / 月　お問い合わせ　川合償吉（090-4799-7902）まで
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立教 年
 

 

令和６年
 

○おつとめ …座りづとめ、よろづよ八首を全員総立ちでつとめます

役割（各支部少年会員代表）

すわりづとめ よろづよ八首

地 方 少年会委員 少年会委員

中 駿 西 中 駿 東

お手ふり･男 東 伊 豆 西 駿

東 駿 中 遠

中 駿 東 北 遠

お手ふり･女 伊 豆 中 駿 東

駿 豆 中 駿 西

冨 士 西 遠

笛 中 駿 西 東 駿

ちゃんぽん 西 駿 冨 士

拍 子 木 中 遠 駿 豆

太 鼓 北 遠 伊 豆

す り が ね 西 遠 東 伊 豆

小 鼓 伊 豆 駿 豆

琴 北 遠 冨 士

三 味 線 西 駿 東 駿

胡 弓 中 遠 西 遠

 

静岡教区
 

○総会式典

○サマースクール修了生表彰

○お弁当

○大抽選会

◇持ち物は特になし。

役割に当たっている方は、

はっぴ、白くつした持参。
◇参加費は無料。

支部によっては交通費が必要。

各支部育成委員長にお尋ねください。

◇ ～ 頃解散

 

 

 


